
                                  

                   
 

               

                                  

 
○
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部 

二
名
が
全
国
上
位
入
賞
！ 

全
国
女
子
選
手
権 

七
月
二
十
三
日
於:
兵
庫
県 

全
国
高
校
総
合
体
育
大
会 

八
月
六
日 

 
 

於:

大
阪
府 

         

全
国
高
校
女
子
選
手
権
で
は
今
岡

志
緒
さ
ん
（
食
品
科
学
科
三
年
）
が
、

春
の
全
国
高
校
選
抜
大
会
に
続
き
五

位
入
賞
。
全
国
高
校
総
体
で
は
中
島

俊
介
君
（
同
）
が
ジ
ャ
ー
ク
種
目
で
優

勝
争
い
を
演
じ
、
僅
差
の
準
優
勝
を

成
し
遂
げ
ま
し
た
。
二
人
と
も
厳
し
い

練
習
に
よ
る
怪
我
を
乗
り
越
え
て
の

見
事
な
活
躍
で
し
た
。 

 国
民
体
育
大
会
（
十
月
五
日
〜
九
日 

於:

兵
庫
県
） 

出
場
者 

中
島
俊
介
（
食
品
科
学
科
三
年
） 

小
川
宏
和
（
環
境
科
学
科
二
年
） 

遠
藤
佳
孝
（
食
品
科
学
科
二
年
） 

○
写
真
部
（
新
聞
班
） 

全
国
の
新
聞
部
員
を
前
に
堂
々
と
挨
拶

全
国
高
総
文
祭 

八
月
二
日
〜
六
日
於:

京
都
府 

総
合
開
会
式
と
パ
レ
ー
ド
の
取
材
を
本

校
の
新
聞
班
が
担
当
し
活
躍
し
ま
し
た
。

来
年
の
全
国
高
総
文
祭
の
舞
台
は
島
根

県
。
岡
田
絵
里
さ
ん
（
動
物
二
年
）
は
新
聞

部
門
の
島
根
県
生
徒
実
行
委
員
長
と
し

て
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
新
聞
部
員
を
前
に

来
年
度
に
向
け
て
の
歓
迎
の
挨
拶
を
し
ま

し
た
。 

            

平
成
十
八
年
度
体
育
祭
開
催 

強
い
絆
を
深
め
た 

 
 
 
 
 
 
 

環
境
科
学
科
三
年 

周
藤
智 

僕
達
三
年
生
は
夏
休
み
を
返
上
で
応
援

や
デ
コ
、
そ
れ
に
衣
装
を
考
え
た
り
、
練
習

を
し
て
き
ま
し
た
。
短
い
準
備
や
練
習
期

間
、
決
め
ら
れ
た
費
用
を
上
手
に
使
う
こ

と
は
予
想
以
上
に
難
し
い
こ
と
で
し
た
。
で

も
、
み
ん
な
本
当
に
が
ん
ば
っ
て
く
れ
た
と

思
い
ま
す
。 

 

一
、
二
年
生
の
協
力
が
な
か
っ
た
ら
優
勝

で
き
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
一
、
二
年
生

と
団
結
を
し
、
そ
し
て
三
年
生
と
は
、
も
っ

と
強
い
絆
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
素
晴
ら

し
い
体
育
祭
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

 

来
年
も
素
晴
ら
し
い
体
育
祭
に
な

る
こ
と
を
心
か
ら
祈
り
卒
業
式
を
迎

え
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

最
後
に
七
年
ぶ
り
の
黄
組
の
優
勝

を
心
か
ら
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
乗
っ
た
！
描
い
た
！
驚
い
た
！ 

〜
一
日
体
験
入
学
・ 

過
去
最
多
参
加
者
〜 

 

八
月
二
十
二
日
、
本
校
の
設
置
す

る
各
学
科
に
関
心
と
興
味
の
あ
る
中 

学

生

を

対

象

に
一

日

体

験

入

学

が
開

催

さ

れ
ま
し
た
。 

県
内
外
の
三

十

一

校

か

ら

過

去

最

多
人
数
の
三

六
九
人
の
中 

学
生
が
参
加
し
、
一
人
が
二
コ
ー
ス
ず

つ
体
験
実
習
を
行
い
ま
し
た
。 

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
よ
り
、
約
八
割
の

中
学
生
が
本
校
へ
の
興
味
・
関
心
を
高 

め
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。 

｢

可
能
性
を
広
げ
る｣ 

学
校
長 

 

佐
野 

明 
 

自
分
の
可
能
性
が
広
が
る
こ
と
は
心
が
弾
む
こ
と
で
す
。
ど
う
す
れ
ば
可
能
性
が

広
が
る
か
？
そ
れ
は
、
目
前
の
や
る
べ
き
こ
と
を
着
実
に
や
る
こ
と
で
す
。
駐
輪
場

に
自
転
車
を
キ
チ
ン
と
駐
め
、
Ｈ
Ｒ
に
間
に
合
い
、
授
業
に
積
極
的
に
参
加
し
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
活
動
を
確
実
に
進
め
る
こ
と
で
す
。 

自
ら
を
律
し
、
自
分
の
学
習
課
題
や
発
達
課
題
に
立
ち
向
か
う
こ
と
で
す
。
矢

面
に
立
つ
こ
と
で
、
自
分
の
可
能
性
は
着
実
に
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
村

城
素
子
さ
ん
は
、
次
の
よ
う
な
詩
に
し
て
い
ま
す
。 

あ
ん
た
が
こ
ろ
ん
だ
／
石
こ
ろ
は
な
あ 

早
う
拾
う
と
か
な
あ
か
ん 

石
こ
ろ
は
神
さ
ん
が
／
お
い
て
く
れ
は
る
ね
ん 

石
こ
ろ
を
拾
う
た
び
／
あ
ん
た
が
成
長
す
る 

拾
わ
ん
か
っ
た
ら 

気
い
つ
く
ま
で
神
さ
ん
が
／
も
っ
と
大
き
い
石
こ
ろ
を 

お
い
て
い
か
は
る
ね
ん 

遠
い
昔
の
／
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
言
葉 

石
こ
ろ
は
／
ポ
ケ
ッ
ト
い
っ
ぱ
い
に
／
な
っ
て
き
た 

○
カ
ヌ
ー
部 

四
種
目
で
準
決
勝
進
出
！ 

全
国
高
校
総
合
体
育
大
会 

八
月
六
日
〜
十
日 

於:

山
梨
県 

準
決
勝
進
出
者 

男
子
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
シ
ン
グ
ル(

２
０
０
ｍ
、
５
０
０
ｍ
）

山
本
祥
哲
（
環
境
科
学
科
三
年
） 

女
子
カ
ヤ
ッ
ク
シ
ン
グ
ル
（
２
０
０
ｍ
、
５
０
０
ｍ
） 

永
見
知
美
（
植
物
科
学
科
三
年
） 

 

国
民
体
育
大
会
（
十
月
六
日
〜
九
日 

出
場
者 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

於:

兵
庫
県
） 

山
本
祥
哲
（
環
境
科
学
科
三
年
） 

蔵
本
洋
之
（
動
物
科
学
科
三
年
） 

永
見
知
美
（
植
物
科
学
科
三
年
） 

飯
塚
愛
美
（
動
物
科
学
科
二
年
） 

 ○
太
鼓
部 

（
出
農
太
鼓
）

文
化
連
盟
賞
受
賞

全
国
高
総
文
祭 

八
月
五
日
〜
六
日

於:

京
都 

初
の
全
国
の
舞
台

で
堂
々
と
出
農
太
鼓

を
披
露
し
ま
し
た
。

来
年
、
地
元
島
根
県

で
開
催
さ
れ
る
全
国

高
総
文
祭
で
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

青森・京都大会のスタッフ T シャツが島

根県代表の岡田さんに引き継がれた。 

輝く全国準優勝！ 

左端が中島俊介君 

大熱戦！色別対抗リレー 

全国の舞台で出農生が大活躍！



農
業
ク
ラ
ブ
各
種
大
会
で
活
躍
！ 

■
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
県
大
会 

最
優
秀
賞
（
食
料
の
部
） 

 
 

動
物
科
学
科
三
年 

杉
田
裕
佳
・
秦
智
美
・
森
山
千
鶴 

最
優
秀
賞
（
文
化
・
生
活
の
部
） 

動
物
科
学
科
三
年 

加
藤
愛
・
秋
国
美
香
・足
立
舞
子 

※
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
へ
出
場 

 

■
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会 

優
秀
賞
（
食
料
の
部
） 

 
 

動
物
科
学
科
三
年 

杉
田
裕
佳
・
秦
智
美
・
森
山
千
鶴 

優
秀
賞
（
文
化
・生
活
の
部
） 

 
 

動
物
科
学
科
三
年 

加
藤
愛
・
秋
国
美
香
・足
立
舞
子 

 

■
農
業
鑑
定
競
技
県
大
会 

 

最
優
秀
賞
（
園
芸
の
部
） 

 
 

植
物
科
学
科
三
年 

曽
田
三
恵
子 

 

最
優
秀
賞
（
畜
産
の
部
） 

 
 

動
物
科
学
科
三
年 

蔵
本
洋
之 

※
十
月
二
十
五
日
に
愛
媛
県
で
あ
る 

農
業
ク
ラ
ブ
全
国
大
会
に
出
場 

 

■
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
競
技
県
大
会 

 

最
優
秀
賞 

 
 
 

植
物
科
学
科
三
年 

曽
田
三
恵
子 

※
十
一
月
十
一
日
に
埼
玉
県
で
あ
る 

全
国
産
業
教
育
フ
ェ
ア
埼
玉
大
会
に
出
場 

 
９月/１０月の行事予定 
日 曜 項           目 
19 火 インターンシップ(２年生,２２日まで) 

20 水  

21 木   

22 金 SC 来校    

23 土 秋分の日 

24 日   

25 月   

26 火  

27 水 進学者校内選考会、チャレンジショップ開店

28 木   

29 金 中間テスト発表 

30 土 チャレンジショップ開店 

1 日  

2 月  

3 火  

4 水 職員会議 

5 木 代休 

6 金 中間テスト、国体（～9) 

7 土   

8 日   

9 月 中間テスト （体育の日） 

10 火 中間テスト 

11 水 チャレンジショップ開店 

12 木 生徒と語る会 

13 金 SC 来校、第２回英検１次 

14 土 チャレンジショップ開店 

15 日 トレース検定 

16 月 全校朝礼 

17 火  

18 水 起業研修旅行（２年生、２０日まで） 

19 木   

SC：スクールカウンセラー

■
様
々
な
支
援
の
仕
方 

が
あ
る
ん
だ
！ 

第
五
十
六
回
全
国
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
合
大
会
秋
田
大
会
に
参
加
し
て 

Ｐ
Ｔ
Ａ
評
議
委
員 

山
本
富
子 

  

八
月
二
十
四
日
・
二
十
五
日
に
開
催

さ
れ
た
標
記
大
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

◆
開
会
で
は
、
文
部
科
学
大
臣
政
務

官 

有
村
治
子
氏
の
人
生
の
一
番
大

切
な
進
路
を
決
め
る
高
校
生
に
エ
ー
ル

を
送
ら
れ
る
祝
辞
は
情
熱
が
伝
わ
る

あ
い
さ
つ
で
し
た
。
気
持
ち
が
入
っ
て
い

て
、
場
内
か
ら
ど
よ
め
き
が
興
っ
た
ほ

ど
で
し
た
。 

◆
進
路
指
導
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
第
二
分
科

会
） 四

高
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
が
、
活
動
発

表
さ
れ
ま
し
た
。
（
中
略
） 

Ｐ
Ｔ
Ａ
だ
け
で
も
、
様
々
な
支
援
の
仕

方
が
あ
る
ん
だ
な
ぁ
、
と
驚
き
ま
し

た
。

周
辺
の
青
少
年
の
問
題
行
動
に
関
連

し
た
場
所
を
視
察
し
ま
し
た
。
深
夜
は

昼
間
と
は
ま
っ
た
く
違
う
雰
囲
気
に
な

る
と
い
う
現
状
に
驚
き
ま
し
た
。
地
域

で
子
ど
も
た
ち
を
守
ら
な
け
れ
ば
と

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

☆
紹
介
☆ 

ビ
デ
オ
「
出
会
い
系
サ
イ
ト
の
罠
」 

出
雲
警
察
署
で
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

■
清
新
な
気
分
で 

二
学
期
を
ス
タ
ー
ト

 
 
 
 

〜
学
校
緑
化
協
力
事
業
〜 

 

八
月
二
十
七
日
、
保
護
者
・
教
職

員
・
生
徒
あ
わ
せ
て
一
〇
六
名
が
参
加

し
標
記
の
事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
酷

暑
の
中
で
の
作
業
で
し
た
が
、
昨
年
以

上
の
参
加
者
が
あ
り
、
順
調
に
こ
な
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
お
だ
も
の
森
、

陸
上
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
サ
ー
キ
ッ
ト
場
周

辺
が
大
変
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。 

        

■
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
設
置
さ
れ
ま
し
た

七
月
下
旬
よ
り
本
校
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自

動
対
外
式
除
細
動
器
）
を
設
置
し
ま
し

た
。
設
置
場
所
は
職
員
室
横
宿
直
室

（
警
備
員
室
）
前
で
す
。
緊
急
時
を
想

定
し
て
設
置
場
所
の
確
認
を
お
願
い
し

ま
す
。
ケ
ー
ス
の
中
に
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
本
体
と

説
明
書
・
救
急
セ
ッ
ト
が
入
っ
て
い
ま

す
。
緊
急
時
（
心
臓
停
止
）
に
は
安
全

か
つ
効
果
的
な
使
用
を
お
願
い
し
ま

す
。 

編
集
後
記 

 

二
学
期
最
初
の
行
事
で
あ
る
体 

育
祭
で
、
生
徒
は
見
事
な
団
結
力 

を
発
揮
し
ま
し
た
。
私
自
身
、
閉 

会
式
で
涙
す
る
生
徒
（
特
に
男
子 

生
徒
）
の
多
さ
に
驚
き
ま
し
た
。
体 

育
祭
に
懸
け
た
熱
い
思
い
を
感
じ 

た
瞬
間
で
し
た
。 

アトラクションの伝統芸能“竿灯” 

サーキット場の除草の様子 

            

た
。
部
活
動
な
ど
、
保
護
者
が
懸
命
に

な
る
と
強
い
部
に
な
る
と
言
い
ま
す
が
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
と
思
い
ま

す
。
生
徒
達
の
た
め
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
出
来
る

こ
と
を
実
行
す
る
事
で
、
生
徒
達
を
伸

ば
し
て
や
る
事
が
出
来
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
中
に
は
、
新
し

い
取
り
組
み
・
伝
統
を
引
き
継
ぐ
取
り

組
み
と
そ
れ
な
り
に
み
な
さ
ん
苦
慮
し

て
お
ら
れ
ま
し
た
。
一
人
で
思
っ
て
い
て

も
出
来
ま
せ
ん
が
、
思
い
が
同
じ
人
が

集
ま
れ
ば
大
き
な
力
に
な
り
ま
す
。

三
年
間
と
い
う
短
い
期
間
、
さ
れ
ど
、

進
路
を
決
め
る
大
切
な
時
を
Ｐ
Ｔ
Ａ

で
も
支
え
て
い
か
な
く
て
は
、
と
思
い

ま
し
た
。 

た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ん
だ
有
意

義
な
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
大
会
で
し
た
。 

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ

と
、
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

（
以
上
は
山
本
さ
ん
か
ら
の
報
告

書
よ
り
抜
粋
し
て
掲
載
し
ま
し
た
） 

 

■
地
域
で
子
ど
も
守
る
！ 

〜
Ｐ
Ｔ
Ａ
地
域
巡
視
研
修
会
〜 

七
月
八
日
、
標
記
の
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
講
演
会
で
は
大
人
と
し
て

の
役
割
（
子
ど
も
と
向
き
合
う
こ
と
・

子
ど
も
の
居
場
所
を
つ
く
る
こ
と
）
な

ど
の
話
を
聞
き
参
考
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
講
演
終
了
後
、
出
雲
市
駅

辺

青
少
年

問
題
行
動
に
関
連


